
ヨハネ 1・黙想質問 
 

プロローグ (序説)：ヨハネ 1:1-18 
 
ヨハネによる福⾳書 1 章 1-18 節に書かれているイエスについての教えを書き留めて下さい。 
 
 
イエスは、永遠の神のことばです。ヨハネ 1:1-5 

1 初めに、ことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。2 この方は、初めに神とと
もにおられた。3 すべてのものは、この方によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたも
のは一つもない。4 この方にいのちがあった。このいのちは人の光であった。5 光はやみの中に輝いてい
る。やみはこれに打ち勝たなかった。 

なぜ著者は、1節でイエスを指すのに「ことば」（ロゴス）を使ったのでしょう。 
 
 
 
 
 
これらの節はイエスについて何を教えていますか。 
 
 
 
 
 
4-5 節の「いのち」と「光」とはどういう意味ですか。 
ヨハネの福⾳書と聖書の他の箇所における光といのちについて、次の節を参照し て、さらに理解を深めてください： 
詩篇 36:9 ヨハネ 3:19、ヨハネ 6:57、ヨハネ 8:12、ヨハネ 11:25-26、ヨハネ 12:46、ヨハネ 14:6、Ⅰヨハネ 1:1-7。 
 
 
 
 
バプテスマのヨハネは光を証するために来た。ヨハネ 1:6-13 
 
6 神から遣わされたヨハネという人が現れた。7 この人はあかしのために来た。光についてあかしするため
であり、すべての人が彼によって信じるためである。8 彼は光ではなかった。ただ光についてあかしするた
めに来たのである。9 すべての人を照らすそのまことの光が世に来ようとしていた。 
 
バプテスマのヨハネとその働きについて述べなさい。(6-9) 

 
 
 
 
10 この方はもとから世におられ、世はこの方によって造られたのに、世はこの方を知らなかった。11 こ
の方はご自分のくにに来られたのに、ご自分の民は受け入れなかった。12 しかし、この方を受け入れた
人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。13 この人々は、
血によってではなく、肉の欲求や人の意欲によってでもなく、ただ、神によって生まれたのである。 
 

 

⼈はどのようにして神の⼦どもとなるのでしょうか。 (10-13) 

 
 
 
 
 
 



御⾔葉は⼈間となり、私たちの間に住まわれた。ヨハネ 1:14-18 
 
14 ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父のみもとから来られ
たひとり子としての栄光である。この方は恵みとまことに満ちておられた。15 ヨハネはこの方について証
言し、叫んで言った。「『私のあとから来る方は、私にまさる方である。私より先におられたからである』
と私が言ったのは、この方のことです。」16 私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの
上にさらに恵みを受けたのである。17 というのは、律法はモーセによって与えられ、恵みとまことはイエ
ス・キリストによって実現したからである。18 いまだかつて神を見た者はいない。父のふところにおられ
るひとり子の神が、神を説き明かされたのである。 
 
イエスが⼈間としてこの世に来て私たちの間に住まわれたことがなぜ重要なことでしょうか。(14) 
 
 
 
 

 

イエスを通して、私たちはどのように恵みの上に恵みを受けましたか。(16-17) 
 
 
 
 

 

イエスはどのようにして⽗なる神様を私たちに知らせてくださるのですか。(18) 
 
 
 
 

 

ユダヤ教の指導者たちはヨハネに尋ねた。「あなたは誰ですか。」 ヨハネ 1:19-34 
 
19 ヨハネの証言は、こうである。ユダヤ人たちが祭司とレビ人をエルサレムからヨハネのもとに遣わし
て、「あなたはどなたですか」と尋ねさせた。20 彼は告白して否まず、「私はキリストではありません」
と言明した。21 また、彼らは聞いた。「では、いったい何ですか。あなたはエリヤですか。」彼は言っ
た。「そうではありません。」「あなたはあの預言者ですか。」彼は答えた。「違います。」22 そこで、
彼らは言った。「あなたはだれですか。私たちを遣わした人々に返事をしたいのですが、あなたは自分を何
だと言われるのですか。」23 彼は言った。「私は、預言者イザヤが言ったように『主の道をまっすぐにせ
よ』と荒野で叫んでいる者の声です。」 
 
 
ヨハネは、⾃分⾃⾝とそのミニストリーをどのように描写しましたか。19-23（イザヤ書 40:3-5 を読む） 
 
 
 
 
24 彼らは、パリサイ人の中から遣わされたのであった。25 彼らはまた尋ねて言った。「キリストでもな
く、エリヤでもなく、またあの預言者でもないなら、なぜ、あなたはバプテスマを授けているのですか。」
26 ヨハネは答えて言った。「私は水でバプテスマを授けているが、あなたがたの中に、あなたがたの知ら
ない方が立っておられます。27 その方は私のあとから来られる方で、私はその方のくつのひもを解く値う
ちもありません。」28 この事があったのは、ヨルダンの向こう岸のベタニヤであって、ヨハネはそこでバ
プテスマを授けていた。 
 
バプテスマについての質問に、ヨハネはどのように答えましたか。(24-28) 
 
 
 
 
 
 



29 その翌日、ヨハネは自分のほうにイエスが来られるのを見て言った。「見よ、世の罪を取り除く神の小
羊。 
 
なぜヨハネはイエスを「神の⼩⽺」と呼んだのでしょうか。(29) 
 
 
 
 
 
 
 
30 私が『私のあとから来る人がある。その方は私にまさる方である。私より先におられたからだ』と言っ
たのは、この方のことです。31 私もこの方を知りませんでした。しかし、この方がイスラエルに明らかに
されるために、私は来て、水でバプテスマを授けているのです。」32 またヨハネは証言して言った。「御
霊が鳩のように天から下って、この方の上にとどまられるのを私は見ました。33 私もこの方を知りません
でした。しかし、水でバプテスマを授けさせるために私を遣わされた方が、私に言われました。『御霊があ
る方の上に下って、その上にとどまられるのがあなたに見えたなら、その方こそ、聖霊によってバプテスマ
を授ける方である。』34 私はそれを見たのです。それで、この方が神の子であると証言しているので
す。」 
 
イエスの上に聖霊が下ったことは、なぜ⼤事でしょうか。(32-34) 
 
 
 
 
 
 
 
 
「来て⾒て下さい。」ヨハネ 1:35-51 
 
35 その翌日、またヨハネは、ふたりの弟子とともに立っていたが、36 イエスが歩いて行かれるのを見
て、「見よ、神の小羊」と言った。37 ふたりの弟子は、彼がそう言うのを聞いて、イエスについて行っ
た。38 イエスは振り向いて、彼らがついて来るのを見て、言われた。「あなたがたは何を求めているので
すか。」彼らは言った。「ラビ(訳して言えば、先生)。今どこにお泊まりですか。」39 イエスは彼らに言
われた。「来なさい。そうすればわかります。」 
 
そこで、彼らはついて行って、イエスの泊まっておられる所を知った。そして、その日彼らはイエスといっ
しょにいた。時は第十時ごろであった。40 ヨハネから聞いて、イエスについて行ったふたりのうちのひと
りは、シモン・ペテロの兄弟アンデレであった。41 彼はまず自分の兄弟シモンを見つけて、「私たちはメ
シヤ(訳して言えば、キリスト)に会った」と言った。42 彼はシモンをイエスのもとに連れて来た。イエス
はシモンに目を留めて言われた。「あなたはヨハネの子シモンです。あなたをケパ(訳すとペテロ)と呼ぶこ
とにします。」 
 
アンデレはどのようにして、イエスがメシアであると信じるようになったのでしょう。(35-40) 
 
 
 
 
 
 
ペテロはどのようにして、イエスがメシアであると信じるようになったのですか。(40-42) 
 
 
 
 
 
 



43 その翌日、イエスはガリラヤに行こうとされた。そして、ピリポを見つけて「わたしに従って来なさ
い」と言われた。44 ピリポは、ベツサイダの人で、アンデレやペテロと同じ町の出身であった。 
45 彼はナタナエルを見つけて言った。「私たちは、モーセが律法の中に書き、預言者たちも書いている方
に会いました。ナザレの人で、ヨセフの子イエスです。」46 ナタナエルは彼に言った。「ナザレから何の
良いものが出るだろう。」ピリポは言った。「来て、そして、見なさい。」 
 
47 イエスはナタナエルが自分のほうに来るのを見て、彼について言われた。「これこそ、ほんとうのイス
ラエル人だ。彼のうちには偽りがない。」48 ナタナエルはイエスに言った。「どうして私をご存じなので
すか。」イエスは言われた。「わたしは、ピリポがあなたを呼ぶ前に、あなたがいちじくの木の下にいるの
を見たのです。」49 ナタナエルは答えた。「先生。あなたは神の子です。あなたはイスラエルの王で
す。」 
 
50 イエスは答えて言われた。「あなたがいちじくの木の下にいるのを見た、とわたしが言ったので、あな
たは信じるのですか。あなたは、それよりもさらに大きなことを見ることになります。」51 そして言われ
た。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。天が開けて、神の御使いたちが人の子の上を上り下り
するのを、あなたがたはいまに見ます。」 
 
ナタナエルはどのようにして、イエスがメシアであると信じるようになったのですか。(43-51) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
私たちはどのようにして、友⼈をイエスに「会いに来て下さい」と誘うことができるでしょうか。(39 & 46) 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


